
○総合戦略及び事業内容全体についての意見は下記のとおりである。

恩納村まち・ひと・しごと創生総合戦略　令和元年度事業検証結果一覧表（総括）

・教育の充実や若年層の定住など、村が存続し活性化するためには人材育成が重要なカギを握って
いる。伝統文化や自然環境などの地域の特性を活かした教育や事業を取り入れていただきたい。

・役場主体の事業だけではなく、関係団体や事業者が自分事として意識し、事業展開することを期待
する。

　恩納村まち・ひと・しごと創生総合戦略に関連する事業について、令和元年度の実績に基づき、基
本目標・基本方針・具体的な施策ごとの重要業績評価指標（KPI）による評価と、各具体的な事業ごと
に評価しました。

　令和元年度は36事業を評価し、A1評価が4事業（11％）、A2評価が25事業（69％）、B評価が6事業
(17％)、C1評価が1事業(3％)、C2評価は0事業となりました。

・令和元年度末から新型コロナウィルス感染症の影響を受け、各事業の中止や業務形態の変更を余
儀なくされ、感染症対策を施したうえで事業を実施していかなければならない状況である。
　従来の事業内容や方針がそぐわない事態となっており、ウィズ／ポストコロナを念頭に置いた施策と
していただきたい。

・第5次総合計画と第1期まち・ひと・しごと創生総合戦略が令和3年度で終了し、第6次総合計画及び
第2期まち・ひと・しごと創生総合戦略が令和4年度からスタートする。ＳＤＧｓ推進戦略との整合性、つ
ながりを整理し、村民に理解・浸透する内容説明とすることが重要である。

・地域ごと、関係団体ごとに課題を抽出し、つながりを意識した施策や事業となるよう工夫していただ
きたい。

【委員会評価】

A1：目標達成済み。更なる向上のため、KPIの見直しが必要（達成済み）

A2：特段見直す点が認められず、事業の手法や方向性を現行のままで実施（現状維持）

Ｂ：事業実施方法や執行方法の改善等によって、事業内容の一部を見直すべき（要改善）

C1：事業内容が目的の達成手段として効果が薄い（抜本的な見直し）

C2：事業内容が目的の達成手段として有効でない（目標の見直し）

－：KPIが設定されていないため検証不可（KPI設定が必要）
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【基本目標】　１　恩納村の特性を活かした魅力あるしごとを創出する

(1) 地域資源を活かした観光の振興

① 地域資源を活用した新たな観光魅力の創出 

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

2,569千人 2,627千人 2,860千人 2,907千人 2,852千人 2,867千人

3,724組 約3,800組 約4,000組 約3,700組 約4,300組 約4,500組

945,521人 1,070,424人 1,182,074人 1,335,930人 1,119,872人 1,319,971人

71点 60点 257点 273点 275点 280点

2,278人 3,413人 5,465人 5,118人 4,725人 3,359人

0% 71% 57% 71%

0件 0件

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ａ２ Ａ２

2 Ａ２ Ａ２

3 Ａ２ Ａ２

4 Ａ２ Ａ２

② 観光推進体制の確立

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

2,569千人 2,627千人 2,860千人 2,907千人 2,852千人 2,867千人

3,724組 約3,800組 約4,000組 約3,700組 約4,300組 約4,500組

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ａ２ Ａ２

事 業 内 容

県外・国外誘客プロモーショ
ン事業

東京池袋サンシャインシティでのプロモーション事業、香
港ダイビングリゾートトラベルフェア香港2019、東京首都
圏トップセールス、沖縄セミナー商談会in韓国、恩納村観
光プロモーション（多言語）動画作成・発信

サンゴのむらづくりに向けた行動計画の進捗管理
サンゴの日イベントの実施等

万座毛周辺活性化施設整
備事業

万座毛へ来訪する観光客の増加を図るため、休憩所や
地域の特産品販売所、展望台等の機能を有した観光拠
点施設及び駐車場を整備する。

宿泊者数（延べ）

リゾートウェディング挙式数

項 目

宿泊者数（延べ）

リゾートウェディング挙式数

おんなの駅来客者数

フォトコンテスト応募者数

地域資源を活用した観光振
興事業

恩納村美ら海花火大会、フォトコンテスト

リゾートウェディングの推進
コラボコンテンツの開発、クラウドサービスを活用した情
報基盤の構築、認知から歓迎ムード醸成（イベント等の周
知により地域ブランドの確立を図る）

事 業 名 事 業 内 容

恩納村産業まつり来場者数

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

「サンゴの村宣言」行動計画進捗
率

テレワーク施設設置数

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

【 各 事 業 評 価 】

【 各 事 業 評 価 】

項 目

「サンゴの村宣言」プロジェ
クト事業

事 業 名
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(2) 稼げる農水産業の振興による地域経済の活性化

① 活力と魅力ある農業の展開  

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

364ｈａ 362ｈａ 342ｈａ 341ｈａ 342ha 338ha

16ｔ 24ｔ

34ｔ 25ｔ

13,854千本 11,407千本

22千鉢 15.3千鉢

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ａ２ Ａ２

2 Ａ２ Ａ２

② 美しい農村環境の整備・保全

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

0ｍ 1,930ｍ 1,063ｍ 2,831ｍ

0ha 4.8ha 3.4ha 7.5ha

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ａ２ Ａ２

2 Ｂ Ａ２

【 各 事 業 評 価 】

事 業 名

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

耕地面積（農林水産関係市町村
別統計）

農産物拠点産地品目生産量
○アテモヤ

農産物拠点産地品目生産量
○パッションフルーツ

農産物拠点産地品目生産量
○小菊

農産物拠点産地品目生産量
○観葉鉢物

赤土流出防止対策実施距離

【 各 事 業 評 価 】

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

事 業 内 容

次世代人材投資資金事業
50歳未満の認定新規就農者に対して、就農5年以内にお
いて年150万円の資金を交付する。

新規就農者一貫支援事業
65歳未満で就農5年未満の認定新規就農者に対して農業
用機械や施設の導入費用の助成を行う。

赤土流出防止対策実施面積

多面的機能支払交付金事
業

恩納村農地・水・環境保全管理協定運営委員会におい
て、農業振興地域の農業用施設（農道・排水施設・沈砂
池等）の草刈り作業や土砂上げ作業で維持管理を行うこ
と。また、耕作放棄地解消のための軽微な再生作業を行
う。

事 業 名 事 業 内 容

赤土等流出防止対策事業
農業環境コーディネーターによる農地からの赤土流出防
止対策としてグリーンベルトの設置や土地改良地区の排
水施設の機能復旧作業を行う。
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③ 誇りと魅力がある漁業の振興

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

697ｔ 489ｔ 437t 741ｔ 607ｔ 1,255ｔ

67ｔ 52ｔ 48ｔ 30ｔ 40ｔ 34.8ｔ

42ｔ 77ｔ 36ｔ 36ｔ 33ｔ 28.7ｔ

16,000本 19,000本 24,000本 26,700本 29,427本 31,889本

231,900千円 250,757千円 202,403千円 208,186千円 197,439千円 219,524千円

52,730千円 58,944千円 46,203千円 28,925千円 42,568千円 36,597千円

164,000千円 167,741千円 140,598千円 122,521千円 105,182千円 115,467千円

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ｂ Ａ２

(3) 中小企業・小規模企業等の振興による地域経済の活性化

① 中小企業・小規模企業の育成及び支援  

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

0人 15人 16人 18人 18人 23人

0人 5人 3人 10人 10人 12人

5,925人 7,382人 6,184人 7,908人 7,908人 7,908人

0回 1回

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ａ２ Ａ２

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

栽培漁業の生産量　もずく

栽培漁業の生産量　アーサ

栽培漁業の生産量　海ぶどう

サンゴ養殖本数

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

創業支援事業計画に基づく支援
者数

創業支援事業計画に基づく創業
者数

水産物加工品出荷額　もずく

【 各 事 業 評 価 】

事 業 名 事 業 内 容

栽培漁業の生産量と加工出
荷額の向上

もずくの食害対策、海ぶどうの母藻の選定と猛暑対策、
アーサの冷凍網試験を実施し、養殖漁業の安定生産や
労働環境の改善を図る。また、サンゴ養殖による自然環
境の保全と育成を行う。

水産物加工品出荷額　アーサ

水産物加工品出荷額　海ぶどう

創業相談、事業計画作成支
援事業

・新規創業及び創業5年未満の創業相談、事業計画作成
支援を商工会と連携して行う。
・講習会開催等、小規模企業持続化補助金事業、経営革
新補助金事業採択への支援。
・恩納村中小企業・小規模企業・小企業振興基本条例の
制定に取組み、事業の展開を行う。

村内の従業者数

【 各 事 業 評 価 】

事 業 名 事 業 内 容

合同就職説明会の開催
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② 地域資源を活用した地産品開発と販路拡大

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

0品 0品 0品 0品 0品 4品

3回 1回

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ａ２ Ａ２

③ 地域特性を活かした企業誘致の推進

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

0事業所 0事業所 0事業所 0事業所 0事業所 0事業所

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ｃ１ Ｃ１

《基本目標１に対するコメント》　※（）は対応する基本方針の番号

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

商品化された特産品

特産品等の展示会等への出展支
援

【 各 事 業 評 価 】

【 各 事 業 評 価 】

事 業 名 事 業 内 容

地域特性を生かした企業誘
致の推進

企業誘致の受け入れのため、地域未来投資促進法基本
計画を策定した。
また、都心地域等から本社機能等の村内一部地域への
移転への支援を内含した「沖縄県地方活力向上地域等
特定業務施設整備促進プロジェクト（地域再生計画）が認
定されたことにより、企業の村内移転に有利な条件を増
やし、企業誘致の機運を高めた。

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

企業誘致数

事 業 名 事 業 内 容

・「カクテルコンペ」の実施
・「地域特産品等開発支援
事業」の実施
・「恩納村お宝認定制度」の
実施

「カクテルコンペ」で開発した商品の試飲会を開催し、商品
化に向けさらなる意見交換を行った。
「地域特産品等開発支援事業」は特産品の開発・高付加
価値化を目指した。
「恩納村お宝認定制度」はふるさと納税返礼品の中で、特
に優秀と認められる返礼品に対しお宝と認定し表彰式を
村産業まつりで行い、制度の周知広報を行った。

（３）
企業誘致は、用地の確保が困難であると思慮する。コロナ禍の状況を踏まえると、人材の誘致、特にIT系の人材や
企業等を誘致し、テレワークやワーケーションの推進を推奨する。

観光振興に資する事業はKPIを上方修正し、その達成に向けた取組により好調に推移している。観光スポットの課題
を把握し、コロナ禍である今だからこそできる解決に向けた施策に取り組んでいただきたい。

「サンゴの村宣言」や「SDGs」を意識した事業とすることで相乗効果を図り、環境・経済だけではなく労働環境の改善
等、社会の分野における課題解決にも取り組んでいただきたい。

（１）

（１）

（２）
農業に対する支援は多いが、制度の周知がまだ不足していると感じられる。周知方法を工夫していただきたい。
また、財源の確保にも努めていただきたい。

（３）
創業支援にかかるKPIは増加、達成しているが、コロナ禍により状況が大きく変化している。企業の存続や雇用・生活
の維持等の支援策に引き続き取り組んでいただきたい。

5



【基本目標】　２　恩納村へのひとの流れをつくる

(1) 定住・移住の促進

① 宅地化に向けた支援 

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

０地区 0地区

№ 担当課評価 委員会評価

1 - Ｂ

② 若者層の定住に向けた支援

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

90戸 90戸 90戸 90戸 102戸 102戸

0世帯 0世帯 2世帯 5世帯 １世帯 16世帯

未策定 未策定

０件 0件

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ａ１ Ａ１

③ 定住環境の充実

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

０件 0件

№ 担当課評価 委員会評価

1 B Ａ２

《基本目標２に対するコメント》　※（）は対応する基本方針の番号

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

宅地化に向けた支援地域数

農業集落排水施設事業 下水道整備（管路、処理場）

【 各 事 業 評 価 】

事 業 名 事 業 内 容

村営住宅等の供給戸数

村営住宅等への子育て世帯の入
居数（計画期間内の累計）

【 各 事 業 評 価 】

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

住宅供給計画の策定

空き家の活用件数

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

商業施設の誘致

事 業 名 事 業 内 容

村営住宅等の供給戸数及
び子育て世帯の入居数

・村営住宅の入居者について子育て世帯を優先入居とす
る
・村営宇加地団地の募集申し込み受付

（１）
若年層の定住促進が地域活性化につながる。宅地化に向けた整備、下水道整備、村営住宅の整備等のハード事業
と、恩納クリニックの環境整備等のソフト事業の両側面から施策に取り組んでいただきたい。

【 各 事 業 評 価 】

事 業 名 事 業 内 容

恩納クリニック（診療所）サ
ポート

・『恩納村診療所管理運営委員会』の年1回開催
・リハビリ機器等リース契約、支払い
・修繕費調整
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【基本目標】　３　若い世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかなえる

(1) 結婚・妊娠の希望をかなえる支援

① 結婚につなげる活動への支援 

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

1.46 1.49 1.69 1.39 1.11 1.26

０組 3組

０件 1件

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ｂ Ｂ

2 Ｂ Ｂ

② 妊娠を希望する方への支援

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ｂ Ａ２

(2) 子どもが健やかに成長することができる健康づくり

① 母体の健康確保に向けた支援 

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ａ２ Ａ２

結婚新生活支援者数

婚活活動支援数

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

合計特殊出生率

恩納村各種団体等補助金
交付

恩納村青年団協議会への補助金交付

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

【 各 事 業 評 価 】

事 業 名 事 業 内 容

恩納村結婚新生活支援事
業

結婚に伴い新たに恩納村での生活を始める新婚夫婦を
応援するため、住宅取得・賃借費用・引越費用等を支援
する。

【 各 事 業 評 価 】

妊婦訪問事業

母子手帳交付及び相談業務、妊婦健康診査等の結果、
必要と認める者に、保健師・助産師が訪問指導を行う。
（実施者：個人の委託契約保健師１名、村母子係保健師
２名※うち嘱託１名）

事 業 名 事 業 内 容

恩納村特定・一般不妊治療
費助成事業

・特定不妊治療（体外受精・顕微授精）：「沖縄県特定不
妊治療費助成事業」を受けた方。年度内助成限度額：15
万円
・一般不妊治療（保険適用内外の不妊治療など）：治療開
始から2年間。年度内助成限度額：13万円

【 各 事 業 評 価 】

事 業 名 事 業 内 容

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目
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② 子どもの健やかな成長の支援

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

91.6% 92.5% 83.7% 86.8% 90.50% 87.9%

90.7% 88.7% 82.8% 90.5% 93.60% 88.7%

87.1% 82.1% 81.0% 80.6% 90.70% 87.7%

№ 担当課評価 委員会評価

1 A2 A2

2 A2 A2

(3) すべての子どもと子育て家庭を応援する地域づくり

① 子育てを支える環境づくり 

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

29人 26人 28人 0人 21人 4人

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ａ２ Ａ２

2 Ａ２ Ａ２

② 子育て家庭への経済的支援

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

14.8% 14.5%

任意予防接種助成事業
（予防接種法に基づかない）

・おたふくかぜ：1歳～就学前で1人につき1回
・ロタウイルス：清吾6週～24週又は32週までに必要回数
接種

乳幼児健診受診率（3歳児健康診
査）

【 各 事 業 評 価 】

事 業 名 事 業 内 容

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

乳幼児健診受診率（乳児一般健
康診査）

乳幼児健診受診率（1歳6ヶ月健
康診査）

【 各 事 業 評 価 】

事 業 名 事 業 内 容

養育支援訪問事業

・安定した妊娠・出産・育児を迎えるための相談支援
・育児不安の解消や養育技術の提供に関する相談支援
・養育環境の維持・改善のための軽度な家事支援
・児の発達障がい等のための相談支援

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

待機児童数

乳幼児健診 ・乳幼児健診（6回/年）・１歳半３歳児健診（６回/年）

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

年少人口の割合

誕生祝い品配布
（ふるさと納税活用）

『こんにちは赤ちゃん訪問』の際に、村母子保健推進員か
ら配布してもらう。
子育て世帯を応援し、未来を担う子どもたちの健やかな
成長を願うとともに、お子様の誕生をお祝いして『お誕生
祝い品』を配布。
①オリジナルバッグ　②絵本３冊　③ｶﾞｰｾﾞ　④絵本アドバ
イスブック　⑤離乳食用スプーント　⑥ハンドタオル　⑦歯
みがきナップ　※お祝いメッセージ
※文化情報センター作成の子ども絵本リスト、チラシ、利
用申請用紙。

8



№ 担当課評価 委員会評価

③ 地域との協働による児童の健全育成

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

0カ所 13カ所 14カ所 14カ所 14カ所 12カ所

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ａ２ Ａ２

(4) 子どもの豊かな心と生きる力を育む学校教育の推進

① 学力向上に向けた支援

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

38% 55% 34%

59% 70% 52%

49% 65% 57%

小学校
82.9％
中学校
79.8％

小学校
74.7％
中学校
72.0％

小学校
48.6％
中学校
35.8％

小学校
57.2％
中学校
42.0％

【 各 事 業 評 価 】

事 業 名 事 業 内 容

事 業 名 事 業 内 容

恩納村地域学習塾助成事
業

各字公民館等を利用し、地域の社会教育団体や、各学
校から学習支援員を派遣し夏休みの宿題や体験活動等
を支援する。

公民館を活用した児童館機能を
補完する子どもの居場所づくり事
業実施箇所

【 各 事 業 評 価 】

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

英検合格率

数検合格率

漢検合格率

「将来の夢や目標を持っています
か」の問いに「あてはまる」、「や
やあてはまる」と答えた割合（全
国学力・学習状況調査）
小学校、中学校

「地域や社会をよくするために何
をすべきかを考えることがありま
すか」の問いに「あてはまる」、
「ややあてはまる」と答えた割合
（全国学力・学習状況調査）
小学校、中学校
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№ 担当課評価 委員会評価

1 B B

2 B B

② 地域の特色を活かした学校づくり

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

実施 実施 実施 実施 実施 実施

0事業所 62事業所

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ａ２ Ａ２

(5) 高校・大学等への進学・就学支援

① 高校、大学等への進学・就学支援

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

98% 95.1% 95.5% 96.5% 96.7% 100%

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ａ２ Ａ２

学力向上事業において英語検定、数学検定、漢字検定
の受検を促し、学力の向上を推進するため各種検定料
の助成を行う。
（地域振興事業助成金：地域学力向上支援事業）

事 業 内 容

恩納村学力向上推進委員会が実施する以下の事業。
・地域学習塾支援事業　・石狩市中学生交流事業　・講演
会事業　・県外先進地視察事業　・学推実践報告会　・諸
検定料支援事業　・未来塾事業　・スキルアップ研修事業
・各種コンクール事業

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

事 業 内 容

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

こどもかがく教室の継続的な実施

村内における小中学校のキャリ
ア教育受入事業所数

【 各 事 業 評 価 】

事 業 名

【 各 事 業 評 価 】

事 業 名

学力向上推進事業（諸検定
料支援事業）

学力向上推進事業

項 目

高校等進学率

恩納村・OIST こどもかがく
教室 / ジュニア・サイエンス
プログラム

事 業 内 容

学力向上推進事業

恩納村学力向上推進委員会が実施する未来塾事業。
高校受験を控えた中学3年生を対象に、学習への不安及
び課題の解消を図る。
高校、大学等への進学に伴う、経済的不安を解消するた
め無利息貸付型及び給付型奨学金を創設し、継続した
進学・就学支援を行う。

【 各 事 業 評 価 】

事 業 名

夏休みを利用して「こどもかがく教室/ジュニア・サイエン
スプログラム」を実施。
小中学生を5クラスに分け各年代ごとに興味の湧く授業プ
ログラムを実施。
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《基本目標３に対するコメント》　※（）は対応する基本方針の番号

（３）
周囲にサポートする人がいない移住者を含めて、すべての子育て家庭を支援する体制を継続していただきたい。
各地域での取り組みを継続的に支援し、特徴的な取り組み等は情報共有することで地域活性化に努めていただき
たい。

（４）
幅広い事業を実施しており、教育委員会の外部評価でも高い評価を得ているため事業の継続的な実施が望まれ
る。子どもたちが将来に目標をもって取り組めるよう引き続きサポートしていただきたい。
OISTとの連携も継続して取り組んでいただきたい。

（５）
希望する進学先へ進めるよう経済的支援に引き続き取り組んでいただきたい。また、校区ごとに未来塾を開催する
など、多くの希望者が参加できるよう検討していただきたい。

（１）
青年団協議会の活動が活発化するよう、新規事業の立ち上げやそれに伴う予算の確保に努めていただきたい。
他課で実施している事業等と連携することで相乗効果が期待できる。

（２）
外国人の対応や未受診者のフォローアップ、コロナ禍によるオンライン対応等が実施されている。きめ細かな対応を
継続していただきたい。また、良い人材の確保にも努めていただきたい。

（４）
低学年のうちから広く様々な分野に触れ、成長するにつれて将来の目標を絞り込めるようにすると選択肢が広が
る。各分野のスペシャリストに触れる機会等の提供に期待する。
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【基本目標】　４　住民主体のむらづくりを行い、地域と地域が連携する

(1) 誰もが安心して生活し続けられる環境づくり

① 自主的な地域づくりの推進   

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

48.6% 48.4% 47.5% 45.8% 44.9% 44.7%

16基 16基

0件 4件

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ｂ Ａ１

2 A2 A2

3 A2 A2

② 健康づくりへの支援

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

42.6% 41.1% 43.1% 44.8% 43.3% 50.2%

男性44.3%
女性30.0％

47.9％
42.4％

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ａ２ Ａ１

【 各 事 業 評 価 】

事 業 名 事 業 内 容

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

自治会加入世帯率

防犯灯の修繕・設置数

地域づくり支援事業助成件数

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

恩納村防犯灯修繕・設置事
業

各自治会（１６自治会）の要望を取り纏め、防犯灯の修繕
又は設置（１６基）を実施する。

あしびなー（仮称）施設整備
事業

地域の伝統芸能を後世に継承するため、地域の子どもや
多くの若者が伝統芸能とふれあえる施設を整備する。ま
た、芸能を通じた観光交流を展開し、地域の文化資源を
活用した地域振興を図る。

地域づくり支援助成事業
自治会やＮＰＯ、ボランティア団体などが実施する主体
的、公益的な地域活動を支援する。

事 業 名 事 業 内 容

健康づくり事業 特定健診等の住民健診及び保健指導・健康相談の実施

特定健診の受診率

【 各 事 業 評 価 】

肥満者割合の減少
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③ 地域福祉の推進

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

22.90% 22.29% 19.61% 19.19% 19.47% 18.69%

高血圧症
54％

糖尿病
14.7％

脂質異常症
10.7％
脳卒中
4.0％

高血圧症
50.1％
糖尿病
18.1％

脂質異常症
29.1％
脳卒中
25.9％

43.3% - -

№ 担当課評価 委員会評価

1 Ａ１ Ａ１

④ 地域の防災活動への支援

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

9自治会 9自治会 9自治会 9自治会 9自治会 11自治会

2カ所 2カ所 5カ所 5カ所 5カ所 5カ所

0カ所 0カ所 144カ所 144カ所 144カ所 155か所

№ 担当課評価 委員会評価

1 B B

事 業 内 容

介護予防・日常生活支援総
合事業

①６５歳以上の高齢者で、基本チェックリストにより該当す
る事業対象者を抽出し、介護予防計画を作成し、訪問型
サービス・通所型サービスを提供する。
②がんじゅう大学、シニアクラブ、アクティブシニア教室
等、６５歳以上のすべての方が利用できる介護予防教室
を提供する。

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

要介護認定率

生活習慣病（高血圧症、糖尿病、
脂質異常症、脳卒中）の治療中ま
たは後遺症の割合

「あなたは、現在どの程度幸せｄ
スカ」という問いに6～10点を付け
た高齢者の割合（介護予防日常
生活圏域ニーズ調査）

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

自主防災組織の組織数

防災備蓄倉庫の設置数

【 各 事 業 評 価 】

事 業 名

①恩納村12避難所等の強化
②恩納村防災計画の見直し
③防災マップの作成

避難誘導標識等の設置

【 各 事 業 評 価 】

事 業 名 事 業 内 容

恩納村防災力支援事業
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(2) 広域等との連携の推進

① 広域連携の推進

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

2事業 3事業 4事業 － － 2事業

№ 担当課評価 委員会評価

1

② 友好都市・姉妹都市等との連携

H26（現況値） H27 H28 H29 H30 R1

0坪 0坪 1,610坪 1,630坪 4,250坪 4,400坪

0農家 0農家 16農家 12農家 ６農家 5農家

№ 担当課評価 委員会評価

1 A2 A２

《基本目標４に対するコメント》　※（）は対応する基本方針の番号

共同事業数

【 各 事 業 評 価 】

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

事 業 名 事 業 内 容

シンカプロジェクト
友好姉妹村である長野県川上村よりレタスや他品目の栽
培技術の提供を受け、村内農家へ栽培を推進する。

事 業 名 事 業 内 容

【 重 要 業 績 評 価 指 標 （ KPI ） 】

項 目

恩納村におけるレタス栽培面積

恩納村でシンカレタス生産を始め
る農家数

【 各 事 業 評 価 】

（２）
交流の拡大と新たな特産品となるよう引き続き取り組んでいただきたい。また、小学校での農業体験も広げていただ
きたい。

（１）
安心・安全でより良い地域づくりができるよう各地域をサポートし、各種団体の取り組みを支援するなど継続していた
だきたい。

（１）
健康づくりや介護予防は、村民が地域で住み続けるためにも必要な事業である。ウィズ・アフターコロナを見据えた事
業の継続に取り組んでいただきたい。
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